








The Relationship between Tokugawa Yoshimune's


















































































































































































































































































































































































小性組（ 3 ） 武芸吟味（ 3 ） 大番組頭 3


























































































































































































































































































































































































































No. 番士氏名 惣領氏名 惣領の履歴 備考
1
藤掛永則




※ 宝永 6 年に
総番入
宝永 6 （1709） 4 / 6 　小性組番士（13）
※永則 : 書院番番士
　享保18（1733） 7 / 4 　家督相続（37）
元文 2 （1737）閏11/22　西丸小性組番士（41）
宝暦 9 （1759） 9 / 8 　死去（63）
―
2 曲淵信興 曲淵信喜
　宝暦 4 （1754） 9 / 4 　本家相続（19）
同 5 （1755） 3 /29　小性組番士（20）
曲淵保照
享 保 9 （1724） 7 /26　小性組番
士（30）
※信興 : 書院番番士
元 文 2 （1737）閏11/18　西丸小
性組番士（43）








　元文 1 （1736） 4 /27　家督相続（38）








　元文 4 （1739） 5 / 3 　家督相続（28）












　寛保 1 （1741） 6 / 2 　家督相続（43）





弓 気 多 昌 行
（元珍）




　延享 4 （1747） 5 / 3 　家督相続（27）









同 9 （1759） 4 / 5 　西丸書院番番士（27）
遠山景次
元文 4 （1739） 6 /29　西丸小性
組番士（25）
※景信 : 書院番番士












　明和 2 （1765）11/ 5 　家督相続（38）


























　享保16（1731） 9 / 5 　家督相続（21）
元文 2 （1737）閏11/22　西丸小性組番士（27）
宝暦 8 （1758）11/28　西丸小性組組頭（48）
同11（1761） 8 / 3 　小性組組頭（51）
同12（1762）12/15　西丸小性組組頭（52）





　宝暦 9 （1759）11/ 5 　家督相続（42）
明和 5 （1768） 4 /22　小普請のまま致仕（51）



























　宝暦 4 （1754） 5 / 3 　家督相続（32）








元文 4 （1739） 6 /29　小性組番士（23）
※頼在 : 書院番番士
延享 2 （1745） 9 /10　西丸小性組番士（29）
宝暦 1 （1751） 7 /12　小普請（35）
宝暦 2 （1752） 6 /27　書院番番士（36）
　宝暦 2 （1752）12/26　家督相続（36）
明和 3 （1766） 9 /13　死去（50）
―
18 溝口勝文 溝口勝豊





宝暦 4 （1754） 2 /20　小普請のまま死去（35）
―
20 有馬重尚 有馬尚久
　寛延 1 （1748） 6 / 8 　家督相続（32）









　宝暦 3 （1753） 7 / 3 　家督相続（54）


















　宝暦11（1761） 9 / 3 　家督相続（19）
明和 3 （1766） 6 /14　書院番番士（24）
―
25 小林正興 小林正勝
　宝暦 7 （1757）12/ 3 　家督相続（38）
安永 1 （1772） 2 /22　西丸小性組番士（53）
―
26 横田豊松 横田松興
　寛延 2 （1749） 5 / 3 　家督相続（30）
宝暦 4 （1754） 3 /27　小性組番士（35）
―
27 松平忠全 松平忠郷
　元文 5 （1740）11/ 2 　家督相続（26）
寛保 2 （1742） 7 / 3 　書院番番士（28）
―
28 横田由松 横田松春







　延享 2 （1745）閏12/ 2 　家督相続（28）
延享 3 （1746） 7 /29　小性組番士（29）
―
30 小出尹一 小出尹寧








　享保19（1734） 8 / 3 　家督相続（―）







　寛延 2 （1749） 7 / 2 　家督相続（29）









　寛保 3 （1743）閏 4 / 2 　本家相続（14）




同 5 （1755） 5 /18　西丸書院番番士（25）
―
36 横山一久 横山一至
　延享 1 （1744） 8 / 3 　家督相続（40）








　享保19（1734） 9 / 3 　家督相続（25）













宝暦 3 （1753） 7 / 8 　小納戸（17）　



























　明和 4 （1767） 4 /14　家督相続（43）
明和 4 （1767） 8 /10　西丸書院番番士（〃）
―
44 稲葉栄通 稲葉種通
　元文 1 （1736） 8 / 2 　家督相続（31）
元文 2 （1737）12/ 4 　西丸小性組番士（32）
―
45 松平乗政 松平乗備





















































































小長谷政芳が一年、内藤種丈が二十三年、土岐頼門が十三年、横山一貞が十五年、丸山友生が十二年となる。この期間は、Ⅰで論じた通り、当主の家禄に加えて 番入した惣領にも役料三百俵が支給される期間であり、 の収入が増加す 期間であ しかし一方でこの期間は、家督を相続するまで番入出来なかったとすれば 何をするということもなく、文字通り厄介者として部屋住を続ける とになったかも知 ない期間であり、番入後 で家督を相続した小長谷政芳であればともかく、番入と家督相続に二十年以上の差内藤種丈であれば収入の面に於いて段違い 結果を生み出すことなる。家督を相続する前に番入が可能となる惣領番 制度の恩恵はまことに大きいの 。　
また、同制度には別の恩恵もある。表９の多くの事例から明らか


























































































































































































































No. 番士氏名 惣領氏名 惣領の履歴 備考
1
小倉正矩








　元文 1 （1736） 7 / 2 　家督相続（34）
宝暦11（1761）12/26　務を辞す（59）
同13（1763）12/26　致仕（63）






元文 4 （1739） 6 /29　書院番番士（37）
※久命 : 小性組番士
　宝暦 1 （1751）11/ 4 　家督相続（49）
明和 4 （1767）12/26　務を辞す（65）
安永 5 （1776） 2 /22　死去（74）
―
3 椿井政好 椿井安長
　延享 1 （1744）11/ 2 　家督相続（39）
延享 4 （1747） 3 /26　小性組（42）
―
4 九鬼隆之 九鬼隆相
　延享 1 （1744） 4 / 4 　家督相続（47）






元文 4 （1739） 6 /29　西丸書院番番士（30）
※通春 : 小性組番士
　元文 5 （1740）頃家督相続（31）
安永 8 （1779） 6 /19　務を辞す（70）
同年12/ 3 　致仕（〃）
寛政 4 （1792） 5 /22　死去（83）
―
6 榊原秀豊 榊原有秀
　寛保 1 （1741） 4 / 5 　家督相続（34）








　享保17（1732） 8 / 5 　家督相続（19）









寛延 3 （1750） 7 / 晦　小普請のまま致仕（29）













明和 3 （1766） 5 /18　務を辞す（62）
同 4 （1767）12/10　致仕（63）

















　元文 2 （1737） 8 /13　家督相続（27）


























　寛保 2 （1742） 4 / 3 　家督相続（17）














　寛保 3 （1743） 7 /18　家督相続（48）









　宝暦 6 （1756）閏11/ 3 　家督相続（42）
















　享保19（1734） 9 / 3 　家督相続（17）




明和 1 （1764） 5 /19　書院番番士（28）
―
19 内藤信安 内藤信就




　享保16（1731） 8 / 4 　家督相続（18）















　安永 6 （1777） 4 /14　家督相続（―）
天明 1 （1781） 4 /25　書院番番士（―）
木村安存
寛延 3 （1750）12/ 8 　西丸書院
番番士（26）
※安根 : 小性組番士
明和 8 （1771） 2 /26　家督相続
前に死去（47）
23 冨永泰兼 冨永方泰





























　明和 2 （1765）11/ 5 　家督相続（20）
























宝暦 9 （1759） 2 / 7 　小性組（26）
―
32 朝比奈義忠 朝比奈某








　寛保 2 （1742）12/ 2 　家督相続（29）
延享 2 （1745） 2 /19　西丸小性組（32）
―
35 小栗信道 小栗信久
　寛延 2 （1749） 4 / 3 　家督相続（21）
寛延 2 （1749） 9 /21　西丸小性組（〃）
―
36 曽我助理 曽我某 ※詳細不明 ―
37 小倉正致 小倉正孝




　安永 1 （1772）11/ 7 　家督相続（45）
安永 5 （1776）12/ 6 　書院番番士（49）
―
39 筧正逸 筧正知
　元文 1 （1736）12/ 2 　家督相続（17）
宝暦 4 （1754） 3 /27　小性組番士（37）
―
40
下 曽 根 信 一　
◎
※享保15年に






























寛延 1 （1748） 5 /28　西丸小性（18）
宝暦 1 （1751） 7 /12　務を辞す（21）
























































































































元文 5 （1740） 7 /13　廃嗣（―）
2 黒田忠恒 黒田忠春
　宝暦 4 （1754）12/10　家督相続（22）






同18（1733） 8 /16　 新 番 番 士
（26）
延享 4 （1747）11/ 7 　 小 納 戸
（40）
寛延 2 （1749） 6 /26　家督相続
前に死去（42）
3 井上長喬 井上長公
　元文 1 （1736） 8 / 2 　家督相続（18）




宝暦 1 （1751）12/ 1 　小普請のまま死去（31）
―
5 川崎正名 川崎正方
　元文 3 （1738） 4 / 3 　家督相続（23）
































寛保 2 （1742）12/ 3 　大番番士（26）
※時照 : 新番番士
　寛延 3 （1750）12/27　家督相続（34）
明和 3 （1766） 7 / 5 田安家用人（50）
同 5 （1768） 9 / 5 　務を辞す（52）












　宝暦 7 （1757）10/ 8 　家督相続（38）













　宝暦 5 （1755） 5 / 7 　家督相続（52）
安永 3 （1774）12/21　務を辞す（71）






　寛保 2 （1742） 4 / 4 　家督相続（27）








　同 6 （1756）11/ 4 　家督相続（32）
宝暦 9 （1759） 3 /29　新番番士（35）
明和 7 （1770） 8 /13　死去（46）
―
16 牛奥昌美 牛奥昌部








　宝暦 3 （1753）10/ 4 　家督相続（20）
同 5 （1755） 3 /16　大番番士（22）
―
19 玉虫辰茂 玉虫季茂
　元文 1 （1736）11/ 4 　家督相続（21）
同 3 （1738） 3 /20　大番番士（23）
―
20 太田盛房 太田盛義
　寛延 3 （1750） 4 /25　家督相続（34）
宝暦 2 （1752） 9 /10　大番番士（36）
―
21 大岡忠脩 大岡忠敬
　延享 1 （1744） 8 / 3 　家督相続（26）









天明 5 （1785）12/ 6 　務を辞す（45）








































































































































































































二月二日に家督を相続 ている。即ち、享保十六年・寛保二年の惣領番入制度の段階では荻原家の惣領は昌該であって、昌福は惣領番入制度の対象から外れてしまうのであ また 仮に昌該が数年早く家督を相続し、昌福が荻原家の惣領となっ い としても 寛保二年の惣領番入 段階で昌該は既に大番番士を辞めているので、やはり昌福は 制度の対象 ならない。昌福の事例は 惣領番入制度を活用する術が無かった事例といえよ
68
表12　大番頭酒井日向守組
No. 番士氏名 惣領氏名 家督相続・番入の年月日 備考
1
宅間憲喜








　同17（1732） 5 / 7 　家督相続（22）
同20（1735） 8 /27　西丸腰物方（25）
延享 2 （1745） 9 / 1 　腰物方（35）









寛延 1 （1748） 5 /13　大番番士（38）
―
4 天野貞直 天野貞真




　寛保 1 （1741） 7 /20　家督相続（35）
同 8 / 9 　大番番士（〃）
―
6 多門親乗 多門正延
　寛保 3 （1743） 9 / 6 　家督相続（20）











寛保 2 （1742）12/ 3 　大番番士（29）
※政朗 : 大番番士
　宝暦 2 （1752）11/ 3 　家督相続（39）
同 4 （1754） 1 /18　死去（41）
―
8 山角定方 山角定淳
　元文 4 （1739） 9 / 5 　家督相続（24）








　元文 1 （1736） 7 /25　家督相続（30）


















　延享 3 （1746）12/ 6 　家督相続（44）






































寛保 2 （1742）12/ 2 　書院番番士（35）
※明信 : 大番組頭
　宝暦 1 （1751） 8 / 8 　家督相続（44）










　宝暦 5 （1755）12/ 4 　家督相続（35）








　寛延 1 （1748）10/ 2 　家督相続（22）
宝暦 4 （1754） 5 /18　大番番士（28）
―
18 坂部信喜 坂部智信




　寛保 2 （1742） 6 / 2 　家督相続（12）










寛保 1 （1741） 2 / 3 　大番組頭（45）
　宝暦 3 （1753）頃　家督相続（57）






（家 督 相 続
済）
榊原長富
　延享 1 （1744） 4 / 4 　家督相続（48）





















　元文 3 （1738） 9 / 3 　家督相続（17）
宝暦 5 （1755） 3 /16　大番番士（34）
―
25 宇都野正富 宇都野正季




　寛延 1 （1748） 7 / 5 　家督相続（17）




























　宝暦 4 （1754）11/ 4 　家督相続（22）
同 6 （1756）10/19　納戸番（24）
佐橋佳亮【養子】
寛保 2 （1742）12/ 3 　大番番士
（64）
※佳蔵 : 大番番士

















































































　延享 1 （1744）12/ 2 　家督相続（25）













同 6 （1769） 4 / 2 　西丸新番番士（43）
安永 8 （1779） 4 /16　新番番士（53）
同 9 （1780） 7 /26　務を辞す（54）
天明 1 （1781） 4 / 5 　致仕（55）
―
36 塚原正森 塚原正展
　宝暦 8 （1758） 8 / 3 　家督相続（17）












































































































　宝暦 7 （1757） 5 / 7 　家督相続（60）
明和 3 （1766） 2 /28　西丸納戸頭（69）
同年 9 / 5 　死去（〃）
―
3 伊奈忠真 伊奈忠富
　宝暦11（1761） 4 / 3 　家督相続（20）













　延享 1 （1744） 4 / 4 　家督相続（21）



















寛保 2 （1742）12/ 3 　小十人組番士（26）
※寿貞 : 小十人組番士
延享 2 （1745） 9 / 1 　西丸小十人組番士（29）












　元文 3 （1738） 6 / 2 　家督相続（19）









寛保 2 （1742） 9 / 8 　家督相続
前に死去（―）
10 加藤則武 加藤則孝
　明和 4 （1767）10/ 4 　家督相続（12）




元文 5 （1740） 2 / 1 　大番番士（24）
―
12 深澤延胤 深澤信行
















同11（1761） 8 / 3 　小十人組番士（47）
同12（1762）12/15　西丸小十人組番士（48）　
　明和 4 （1767）頃　家督相続（53）
安永 2 （1773） 8 / 9 　二条城鉄炮奉行（59）
天明 4 （1784） 3 /25　務を辞す（70）








　安永 2 （1773） 9 / 8 　家督相続（53）
同 4 （1775） 1 /22　死去（55）
―
15 岩出某 岩出某
　元文 5 （1740） 3 / 2 　家督相続（ 8 ）






















　明和 7 （1770） 8 /18　家督相続（51）
寛政 2 （1790） 4 / 2 　小普請のまま死去（61）
―
19 石川成征 石川光国
　明和 7 （1770）閏 6 / 4 　家督相続（27）
天明 7 （1787） 1 /26　小普請のまま死去（44）
―
20 木部直玄 木部直包







































































































































元禄 6 （1693）12/ 9 　小性組番士（―）




宝永 1 （1704） 6 /10　小性組番士（―）　
　同 2 （1705）10/ 晦　家督相続（―）







宝永 6 （1709） 4 / 6 　書院番番士（29）　
　享保 2 （1717） 8 /16　家督相続（37）
同 3 （1718） 6 /28　書院番組頭（38）





元禄 4 （1691）12/ 2 　書院番番士（30）
宝永 3 （1706）11/26　西丸書院番番士（45）
同 5 （1708） 6 /16　桐間番番士（47）
同 6 （1709） 2 /21　書院番番士（48）　
　正徳 5 （1715）12/11　家督相続（54）










寛延 2 （1749） 5 /28　西丸留守居（66）
宝暦 9 （1759）11/15　旗本奉行（76）
同11（1761） 7 / 2 　死去（78）
36 13 22
5 三枝守信
宝永 2 （1705） 9 /21　近習番番士（21）
同年12/11　小性（〃）
同 6 （1709） 2 /21　書院番番士（25）　
　―/―/―　三枝家養子（〃）　
　正徳 1 （1711） 4 /22　家督相続（27）






宝永 6 （1709） 4 / 6 　書院番番士（28）　
　享保 5 （1720）12/ 7 　家督相続（39）
同 6 （1721） 2 /28　書院番組頭（40）
同 9 （1724）11/15　西丸書院番組頭（43）
同16（1731） 7 /18　務を辞す（50）
元文 4 （1739） 1 /14　死去（58）
40 12 1
7 高城清胤（宗胤）











　天和 1 （1681） 7 /12　家督相続（11）
元禄 2 （1689） 5 /22　桐間番番士（19）
同年11/13　小性組番士（〃）
同 3 （1690） 2 / 3 　小普請（処罰）（20）
同 4 （1691） 4 /24　書院番番士（21）
享保 8 （1723） 4 / 6 　書院番組頭（53）
同16（1731） 5 /15　先手弓頭（61）




享保 3 （1718） 3 /16　書院番番士（42）
同 9 （1724）10/ 9 　書院番組頭（48）
同17（1732） 1 /15　仙洞附（56）
同年12/19　寄合（〃）
同18（1733） 8 / 7 　先手弓頭（57）
元文 2 （1737） 7 / 8 　務を辞す（61）
同年12/ 6 　致仕（〃）






　宝 永 2 （1705）12/12　戸田家養子、務を辞す（32）
宝永 5 （1708）10/27　書院番番士（35）　







同 5 （1692） 7 /28　桐間番番士（25）
同 6 （1693） 1 /29　小普請（処罰）（26）
同 7 （1694）閏 5 / 9 　書院番番士（27）
宝永 3 （1706）11/26　西丸書院番番士（39）　
　宝永 5 （1708） 8 / 6 　家督相続（41）
同 6 （1709）―/―　書院番番士（42）





宝暦 2 （1752） 7 /21　死去（85）
58 6 ―
12 能勢頼族（頼庸）




寛保 1 （1741） 5 /15　甲府勤番支配（51）
延享 4 （1747） 9 /25　大目付（57）
宝暦 6 （1756） 2 /23　死去（66）
37 18 1
13 朽木長恒（長綱）
　天和 1 （1681） 7 /12　家督相続（ 6 ）
元禄11（1698） 3 /19　書院番番士（23）
宝永 4 （1707） 2 /―　務を辞す（32）
享保 9 （1724）10/ 9 　書院番（49）
同12（1727） 5 /28　書院番組頭（52）
同19（1734）12/ 1 　小普請組支配（59）




　宝永 7 （1710） 4 /26　家督相続（30）
正徳 5 （1715） 3 /21　書院番番士（35）
享保 9 （1724）11/15　二丸書院番番士（44）
同10（1725） 6 / 1 　西丸書院番番士（45）
同13（1728） 7 /11　西丸書院番組頭（48）
元文 2 （1737） 9 /18　先手鉄炮頭（57）




　宝永 1 （1704） 6 /27　家督相続（24）
同 3 （1706） 7 /21　小性組番士（26）
享保 9 （1724）11/15　二丸小性組番士（44）
同10（1725） 6 / 1 　西丸書院番番士（45）
同14（1729）11/28　西丸書院番組頭（49）
元文 4 （1739） 7 / 1 　西丸先手鉄炮頭（59）
寛延 2 （1749） 6 /15　死去（69）
49 23 25
16 長谷川正誠
　正徳 3 （1713） 9 /27　家督相続（18）
享保 9 （1724）10/ 9 　小性組番士（29）
同年11/15　二丸小性組番士（〃）
同10（1725） 6 / 1 　西丸書院番番士（30）
同15（1730）10/28　西丸書院番組頭（35）
元文 5 （1740） 2 /28　小普請組支配（45）
延享 4 （1747）10/15　甲府勤番支配（52）
宝暦 1 （1751） 8 /23　西丸持弓頭（56）
同 3 （1753） 5 /16　務を辞す（58）
同 7 （1757）12/12　致仕（62）
明和 1 （1764） 6 /22　死去（69）
35 6 17
17 美濃部茂存（茂孝）
　元禄 9 （1696） 7 / 9 　家督相続（10）
宝永 2 （1705） 3 /29　書院番番士（19）
享保15（1730）12/15　書院番組頭（44）
元文 1 （1736）11/28　佐渡奉行（50）
寛保 1 （1741） 2 /15　持筒頭（55）
宝暦 2 （1752） 1 /11　西丸鎗奉行（66）
同 8 （1758）11/ 晦　死去（72）
44 25 34
18 栗原利規
　元禄 4 （1691）12/ 5 　家督相続（15）




宝永 1 （1704） 6 /11　書院番番士（28）
享保16（1731） 5 /28　書院番組頭（55）
元文 3 （1738） 3 /15　先手鉄炮頭（62）
寛保 3 （1743）12/ 9 　務を辞す（67）
延享 1 （1744） 8 / 3 　致仕（68）









宝暦 2 （1752） 2 /16　務を辞す（59）
同年12/14　致仕（〃）
安永 3 （1774） 2 /22　死去（81）
38 13 27
20 逸見義教（信興）
宝永 6 （1709） 4 / 6 　書院番番士（18）　
　正徳 4 （1714）10/23　家督相続（23）
享保17（1732） 2 / 5 　書院番組頭（41）
元文 1 （1736） 9 / 6 　死去（45）
41 23 18
21 田付景彪（規矩、景泒）
　天和 3 （1683） 7 / 晦　家督相続（ 1 ）
宝永 1 （1704） 6 /11　書院番番士（22）
同年11/ 晦　桐間番番士（〃）
同 5 （1708） 2 /19　小納戸（26）
同 6 （1709） 2 /21　書院番番士（27）
正徳 1 （1711）11/19　務を辞す（29）
享保 4 （1719）10/18　書院番番士（37）
同17（1732） 4 / 1 　書院番組頭（50）
元文 4 （1739）10/28　佐渡奉行（57）
寛保 2 （1742） 3 /28　長崎奉行（60）
寛延 1 （1748） 6 /20　西丸留守居（66）
宝暦 4 （1754） 7 /19　務を辞す（72）







宝永 1 （1704） 6 / 晦　桐間番（25）
同 5 （1708） 2 /19　小納戸（29）
同 6 （1709） 2 /21　書院番番士（30）
享保18（1733）11/15　書院番組頭（54）
元文 4 （1739） 9 /22　先手鉄炮頭（60）
宝暦 3 （1753） 5 /25　務を辞す（74）
同 4 （1754） 8 / 3 　致仕（75）




　同年 9 / 4 　家督相続（〃）
同19（1734）11/10　書院番組頭（39）
延享 1 （1744） 9 /28　先手鉄炮頭（49）
宝暦 7 （1757） 7 /28　西丸持筒頭（62）
同11（1761） 8 / 3 　持筒頭（66）
明和 3 （1766） 3 /13　務を辞す（71）
同年 8 /16　致仕（〃）
安永 3 （1774） 6 /27　死去（79）
39 7 7
24 久世広氐（忠知）
　宝永 6 （1709） 3 /12　家督相続（20）
正徳 2 （1712） 3 /26　書院番番士（23）
享保19（1734）12/11　書院番組頭（45）
元文 5 （1740） 3 /25　先手鉄炮頭（51）
宝暦 1 （1751） 9 /15　持筒頭（62）
同10（1760） 1 /11　鎗奉行（71）
同11（1761） 8 /27　務を辞す（72）




享保 1 （1716） 3 /12　書院番番士（31）
同20（1735） 6 /28　書院番組頭（50）
延享 2 （1745） 1 /11　先手弓頭（60）
宝暦 3 （1753）12/22　務を辞す（68）
同 4 （1754） 4 / 4 　致仕（69）




享保 9 （1724）10/ 9 　書院番番士（40）
元文 1 （1736）10/28　書院番組頭（52）
寛延 3 （1750） 7 /11　先手弓頭（66）
宝暦 7 （1757）12/ 2 　死去（73）
52 12 36
27 川口勝保
　享保 2 （1717） 6 /27　家督相続（22）
同 4 （1719）10/18　書院番番士（24）
元文 1 （1736）11/28　書院番組頭（41）








　寛保 2 （1742） 4 / 4 　家督相続（51）
延享 1 （1744） 1 /28　西丸新番頭（53）
宝暦 3 （1753） 4 / 7 　小普請組支配（62）
同 4 （1754） 3 /14　死去（63）
46 13 - 5
29 猪飼正昌
　宝永 6 （1709）10/23　家督相続（―）
正徳 3 （1713） 3 /11　書院番番士（―）
元文 3 （1738） 4 / 9 　書院番組頭（―）





享保 9 （1724） 7 /26　小性組番士（26）
同年11/15　二丸小性組番士（〃）
同10（1725） 6 / 1 　西丸書院番番士（27）　
　同17（1732）11/26　家督相続（34）
元文 4 （1739） 7 /19　西丸書院番組頭（41）
宝暦 3 （1753）12/ 6 　西丸目付（55）




宝永 4 （1707）12/ 4 　西丸焼火間番士（―）
同 6 （1709）10/29　大番番士（―）
正徳 1 （1711） 7 /18　桐間番番士（―）
同 3 （1713） 5 /18　書院番番士（―）
元文 4 （1739）10/ 1 　書院番組頭（―）
宝暦 4 （1754） 3 /15　先手弓頭（―）






宝暦 3 （1753）11/ 1 　新番頭（56）
同 8 （1758） 4 /15　小普請組支配（61）
明和 8 （1771） 5 /26　死去（74）
42 10 12
33 安部（安藤）信歴
　享保 2 （1717）10/ 9 　家督相続（20）
享保 9 （1724）10/ 9 　小性組番士（27）
同年11/15　二丸小性組番士（〃）
同10（1725） 6 / 1 　西丸書院番番士（28）　
　時期不明、この頃養子入　
　享保18（1733） 5 / 4 　家督相続（36）
元文 5 （1740） 3 / 5 　西丸書院番組頭（43）




宝永 6 （1709） 4 / 6 　書院番番士（19）
同年12/27　小納戸（〃）
享保 1 （1716） 5 /16　書院番番士（26）　
　同10（1725）11/ 2 　家督相続（35）
元文 5 （1740） 3 /15　書院番組頭（50）
宝暦 3 （1753） 3 /14　務を辞す（63）
同 5 （1755） 7 /25　死去（65）
50 31 15
35 松平定為
宝永 6 （1709） 4 / 6 　書院番番士（24）　










　享保10（1725） 6 / 2 　家督相続（27）
同13（1728） 9 /13　西丸書院番番士（30）
延享 1 （1744） 2 /15　西丸書院番組頭（46）
宝暦 8 （1758） 4 /23　死去（60）
46 16 19
37 阿部正般（正敏）
　宝永 2 （1705）10/ 晦　家督相続（18）
享保 2 （1717） 3 /18　書院番番士（30）
延享 1 （1744） 4 /15　書院番組頭（57）




　宝永 6 （1709） 4 / 6 　書院番番士（19）　
享保14（1729） 3 /26　家督相続（39）
延享 1 （1744）10/15　書院番組頭（54）





宝永 6 （1709） 4 / 6 　書院番番士（18）　
　享保 9 （1724）11/ 4 　家督相続（33）
延享 2 （1745） 1 /28　書院番組頭（54）
寛延 3 （1750）10/ 7 　死去（59）
54 36 21
40 榊原長国（長徳）
宝永 6 （1709） 4 / 6 　書院番番士（17）　
　享保12（1727）12/27　家督相続（35）
延享 2 （1745） 8 /28　書院番組頭（53）
宝暦 7 （1757） 4 / 1 　先手鉄炮頭（65）
同 9 （1759） 6 /13　死去（67）
53 36 18
41 近藤用穹
宝永 6 （1709） 4 / 6 　小性組番士（17）
享保 9 （1724）11/15　二丸小性組番士（32）
同10（1725） 6 / 1 　西丸書院番番士（33）　
　寛保 2 （1742） 3 / 5 　家督相続（50）
延享 4 （1747） 5 /15　西丸書院番組頭（55）
宝暦 3 （1753） 8 /28　務を辞す（61）
明和 1 （1764） 8 /13　致仕（72）









　宝永 2 （1705） 7 / 晦　家督相続（15）
享保 3 （1718） 3 /16　書院番番士（28）
寛延 3 （1750） 7 /20　書院番組頭（60）
宝暦12（1762）12/15　西丸先手弓頭（72）
明和 3 （1766） 2 /29　死去（76）
60 32 45
44 大久保忠頭（忠顕）
　享保10（1725） 9 / 2 　家督相続（17）
同16（1731） 3 / 5 　書院番番士（23）








明和 4 （1767） 8 / 4 　致仕（76）





宝暦 2 （1752） 3 /28　書院番組頭（50）












宝暦 3 （1753） 3 / 1 　書院番組頭（42）
明和 2 （1765） 1 /11　西丸先手鉄炮頭（54）
同 7 （1770） 6 /26　死去（59）
42 19 22
49 遠山景信
宝永 6 （1709） 4 / 6 　書院番番士（18）　
　享保15（1730）12/27　家督相続（39）
宝暦 3 （1753） 3 /28　書院番組頭（62）
同 4 （1754） 5 /16　務を辞す（63）
同 8 （1758）12/19　致仕（67）






宝暦 3 （1753） 9 /15　西丸書院番組頭（42）
明和 3 （1766）10/23　務を辞す（55）
同 7 （1770） 4 /22　致仕（59）






同 5 （1755） 2 / 4 　小普請（処罰）（57）
明和 7 （1770）12/ 6 　致仕（72）




　元文 2 （1737）12/ 6 　家督相続（29）
宝暦 3 （1753）12/15　西丸書院番組頭（45）
明和 5 （1768） 4 /28　先手鉄炮頭（60）
安永 3 （1774） 5 /15　新番頭（66）
同 6 （1777） 6 /24　西丸留守居（69）
同 7 （1778） 9 / 7 　死去（70）
45 18 16
53 山田勝之（重之）
享保 9 （1724） 7 /26　書院番番士（32）　
　寛保 2 （1742）11/ 5 　家督相続（50）
宝暦 4 （1754） 4 / 9 　書院番組頭（62）
同 8 （1758） 4 /28　日光奉行（66）
明和 1 （1764） 3 /28　西丸留守居（72）
同 4 （1767）12/26　旗奉行（75）
安永 6 （1777） 5 /29　務を辞す（85）
同 7 （1778） 6 / 2 　死去（86）
62 30 12
54 間宮信盛
　正徳 4 （1714） 8 /23　家督相続（20）
享保 9 （1724）10/ 9 　書院番番士（30）




　享保17（1732） 7 / 5 　家督相続（21）
元文 4 （1739） 6 / 7 　書院番番士（28）
宝暦 4 （1754）12/28　書院番組頭（43）
明和 2 （1765）11/15　先手鉄炮頭（54）
同 6 （1769）10/ 4 　佐渡奉行（58）
安永 2 （1773）12/ 5 　小普請奉行（62）
同 5 （1776） 3 /17　務を辞す（65）
同 6 （1777） 4 /14　致仕（66）
天明 4 （1784） 8 / 3 　死去（73）
43 15 22
56 能勢頼種
　享保11（1726） 6 / 3 　家督相続（24）
同13（1728） 3 /25　西丸書院番番士（26）
宝暦 5 （1755） 1 /28　西丸書院番組頭（53）
明和 7 （1770）閏 6 / 8 　西丸先手鉄炮頭（68）




寛延 2 （1749） 7 / 晦　書院番番士（41）




　享保 3 （1718）12/28　家督相続（17） 
同 9 （1724）10/ 9 　書院番番士（23）
宝暦 5 （1755） 8 /15　書院番組頭（54）
明和 7 （1770） 9 / 1 　先手鉄炮頭（69）




　正徳 3 （1713） 8 / 9 　家督相続（13）
享保 2 （1717） 3 /18　書院番番士（17）
宝暦 7 （1757） 5 /21　書院番組頭（57）






　元文 3 （1738） 6 / 2 　家督相続（33）
宝暦 8 （1758） 5 /15　書院番組頭（53）
同12（1762） 5 /24　務を辞す（57）
明和 3 （1766） 2 / 4 　死去（61）
53 23 20
61 逸見義次
　元文 1 （1736）12/ 2 　家督相続（22）
同 2 （1737）10/20　西丸書院番番士（23）
宝暦 8 （1758） 5 /15　西丸書院番組頭（44）
安永 5 （1776） 8 /12　先手鉄炮頭（62）
天明 2 （1782）11/26　務を辞す（68）
同 3 （1783） 4 / 晦　死去（69）
44 21 22
62 諏訪盛泰（盛恭、盛約）
　正徳 5 （1715） 7 /26　家督相続（10）
享保16（1731） 3 / 5 　書院番番士（26）
宝暦 8 （1758） 7 /28　書院番組頭（53）
安永 3 （1774） 7 / 5 　務を辞す（69）









　享保20（1735） 8 / 5 　家督相続（23）
元文 2 （1737） 3 /23　書院番番士（25）
宝暦11（1761） 6 / 1 　書院番組頭（49）






明和 5 （1768） 1 /11　先手鉄炮頭（59）
安永 6 （1777） 9 /14　死去（68）
52 27 34
66 堀田一龍（一勝）
　宝永 2 （1705）閏 4 /29　分家（ 6 ）
享保 9 （1724）10/ 9 　書院番番士（25）
宝暦12（1762）12/28　書院番組頭（63）
明和 4 （1767） 6 / 7 　務を辞す（68）
安永 3 （1774）10/ 9 　死去（75）
63 38 57
※『柳営補任』、『寛政重修諸家譜』より作成した。
※ 番入から昇進までの期間について、 1 の戸田氏記や処罰などで職歴が途切れている者については組頭に繫がる職歴で
年数を計算した。















宝永 6 （1709） 4 / 6 　小性組番士（42）　




　貞享 3 （1686） 7 /10　家督相続（ 8 ）
元禄11（1698） 8 /18　小性組番士（20）




同 7 （1694） 2 /22　桐間番番士（24）
同年 3 /18　近習番番士（〃）
同年 5 / 6 　小性（〃）
同年閏 5 /23　小性組番士（〃）　
　同15（1702） 8 /25　家督相続（32）





享保 6 （1721） 8 / 9 　小性組組頭（39）
39 19 29
5 進成睦
　元禄12（1699） 7 / 6 　家督相続（26）
同年11/25　小性組番士（〃）





同 8 （1723） 6 / 6 　小性組組頭（42）
42 4 5
7 森川俊勝（重雅）
　寛文11（1671） 5 /29　分家（ 9 ）
天和 3 （1683）閏 5 / 7 　桐間番番士（21）
同年 8 /25　小性組番士（〃）
元禄 3 （1690） 9 / 1 　桐間番番士（28）
同年同月18　小普請（処罰）（〃）
同 5 （1692） 3 /18　書院番（30）
同 6 （1693） 9 /―　寄合（31）
正徳 3 （1713） 3 /19　書院番番士（51）
享保 8 （1723） 8 /11　小性組組頭（61）
61 10 ―
8 榊原職長








大 久 保 忠 恒（忠 寛、 長
救、忠民）
　正徳 1 （1711） 5 /25　家督相続（23）




宝永 6 （1709） 4 / 6 　小性組番士（21）
同年12/27　小納戸（〃）
享保 1 （1716） 5 /16　小性組番士（28）　




元禄 6 （1693）12/ 9 　小性組番士（18）
宝永 1 （1704）11/ 晦　桐間番番士（29）
同 6 （1709） 2 /21　小性組番士（34）　




宝永 6 （1709） 4 / 6 　小性組番士（25）　





















宝永 6 （1709） 4 / 6 　小性組番士（24）　





























　享保 8 （1723） 5 / 2 　家督相続（28）
同 9 （1724）10/ 9 　小性組番士（29）








　享保 1 （1716） 3 / 2 　家督相続（17）




　享保 7 （1722） 5 / 2 　家督相続（―）




宝永 6 （1709） 4 / 6 　桐間番番士（18）
正徳 3 （1713） 5 /18　小性組番士（22）　
　享保 3 （1718） 8 / 9 　家督相続（27）




享保 9 （1724）10/ 9 　小性組番士（20）
元文 2 （1737）閏11/22　西丸小性組番士（33）




同20（1735） 4 / 9 　小性組番士（28）
元文 3 （1738） 7 /23　小性組組頭（31）
31 3 10
29 田中勝方（勝芳）
　正徳 2 （1712） 8 /27　家督相続（18）
享保 4 （1719）10/18　小性組番士（25）





寛保 1 （1741） 1 /28　西丸小性組組頭（31）　
　延享 1 （1744）11/20　家督相続（34）















　元文 3 （1738） 5 / 3 　家督相続（38）
寛保 3 （1743） 5 / 1 　小性組組頭（43）
43 16 5
34 松平正輔（正盛）
　宝永 5 （1708）11/27　家督相続（ 9 ）
享保 9 （1724）10/ 9 　小性組番士（25）
延享 2 （1745） 9 / 1 　吉宗附小性組組頭（46）
46 21 37
35 赤井忠通（忠道）
享保 9 （1724） 7 /26　小性組番士（27）　
　同15（1730） 8 / 5 　家督相続（33）




宝永 3 （1706） 7 /21　小性組番士（20）









延享 2 （1745） 9 /13　小性組番士（47）
寛延 1 （1748）10/ 1 　小性組組頭（50）
50 3 22
39 大久保康致
　享保 8 （1723） 4 / 2 　家督相続（17）
同 9 （1724）10/ 9 　小性組番士（18）










寛延 3 （1750）11/ 1 　小性組組頭（42）　
　宝暦 5 （1755） 6 / 3 　家督相続（47）
42 20 - 5
42 坪内定央
　寛保 2 （1742）10/ 3 　家督相続（32）
延享 2 （1745） 9 /13　小性組番士（35）
寛延 3 （1750）12/ 1 　小性組組頭（40）
40 5 8
43 稲葉正長（正英）
　寛保 2 （1742） 9 / 3 　家督相続（37）
延享 2 （1745） 9 /13　小性組番士（40）




同 9 （1724）10/ 9 　小性組番士（21）




　延享 3 （1746）10/ 2 　家督相続（41）










　享保 8 （1723） 9 / 2 　家督相続（20）
同 9 （1724）10/ 9 　大番番士（21）
同16（1731） 6 /29　小性組番士（28）









































































　享保19（1734） 4 / 2 　家督相続（34）
延享 2 （1745） 9 /13　小性組番士（45）
宝暦 7 （1757）11/ 1 　小性組組頭（57）
57 12 23
49 大久保忠厚（忠行）
　延享 2 （1745） 9 /18　家督相続（25）










　元文 1 （1736） 3 / 2 　家督相続（30）
延享 2 （1745） 9 /13　小性組番士（39）




　宝暦 1 （1751）11/ 4 　家督相続（49）















※ 7 の森川俊勝や 8 の榊原職長など、処罰などで職歴が途切れている者については組頭に繫がる職歴で年数を計算した。























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































小性組組頭昇 図５のように極端ではないもの 、これも惣領番入制度によって番入しその後小性組組頭に昇進した者 ほとんどが平均年数を下回 い　
惣領番入制度によって番入した者が、仮に選に漏れ続け、家督相





















が支給され、当主の家禄に上乗せされること なる。この期間は家の収入が増加する期間ということになるが 二十年以上もそれ 継続される事例もあることを鑑みれば、家督を相続する 番入出来なかった場合と比べて収入の面で格段の差 あった。　
第二に経歴上の恩恵、即ち、家督相続が遅れた場合 っても部






































南和男「 『仕官格義弁』解題」 『内閣文庫所蔵史籍叢刊（五） 』汲古書
院、一九八四年、三―五頁。
（９）
　
同右、七六八―七七〇頁、なお、読点などは筆者による（以下同じ） 。
（
10）　
深井雅海『徳川将軍政治権力の研究』吉川弘文館、 九 一年、一六
七頁、一九二頁。
（
11）　『徳川実紀』六巻（常憲院殿御実紀）吉川弘文館、一二六―一二七
頁、一八三頁、 『徳川実紀』七巻（文昭院殿御実紀）吉川弘文館、二一―二二 。
（
12）　『柳営日次記（三十四） （マイクロフィルム 雄松堂出版。
（
13）　
同右。
（
14）　
前掲（３）一二三頁でも同様の分析がなされている。
（
15）　
同右、一二五―一四八頁。
（
16）　
前掲（
12） 。
（
17）　
前掲（８）七六八頁。
（
18）　『柳営日次記（三十五） 』 （マイクロフィルム）雄松堂出版。
（
19）　
前掲（
12） 。
（
20）　
前掲（４）五八―七五頁。
（
21）　
同右。
（
22）　『内閣文庫影印叢刊
　
自家年譜（森山孝盛日記）
　
上』国立公文書館内
閣文庫、一九九四年、三―四頁、及び前掲（４）五七―五八頁。
（
23）　
前掲（４）七四―七八頁。
（
24）　『国史大事典』 「しょいんばんぐみ
　
書院番組」の項。
（
25）　『御番士代々記』 （ 『御書院番一番名前目録』国立公文書館所蔵、請求
番号一五二―〇一二一） 。
（
26）　
戸田忠則（表９の
14）は番入時点で当主の忠城が番士ではなくなって
いる。番士の惣領を対象としている関係上、分析の対象から外した。
（
27）　『寛政重修諸家譜』十六巻一四九頁。
（
28）　
前掲（
24） 「こしょうぐみ
　
小性組」の項。
（
29）　
前掲（
26）と同じく、山本正篤（表
10の
21） 、田付景利（表
10の
41）
は番入時点で当主が番士ではなくなっているので分析対象から外した。
（
30）　
前掲（
27）七巻三五四頁。
（
31）　
同右、十四巻四二一頁。
（
32）　
同右、十一巻一三三頁。
（
33）　
前掲（
24） 「しんばん
　
新番」の項。
（
34）　
藤井讓治『江戸時代の官僚制』青木書店、一九九九年、一五三頁。
（
35）　
前掲（１）四二―四四頁。
（
36）　
前掲（
27）二十巻一八〇頁。
（
37）　
同右、七巻三〇四頁。
（
38）　
同右、十八巻二〇八頁。
（
39）　
同右、七巻三〇一頁。
100
（
40）　
前掲（１）一一五―一二〇頁。
（
41）　
前掲（
27）十四巻三二頁。
（
42）　
前掲（
24） 「おおばんぐみ
　
大番組」の項。
（
43）　
前掲（
26）と同じく、永井氏恵（表
12の
29）は番入時点で当主が番士
ではなくなっているので分析対象から外した。
（
44）　
前掲（
27）十巻一四六頁。
（
45）　『改訂史籍集覧』第十一冊五〇頁。
（
46）　
前掲（
24） 「こじゅうにんぐみ
　
小十人組」の項。
（
47）　
前掲（
26）と同じく、伊奈忠誼（表
13の３） 、近藤義伝（表
13の
14） 、
石川武貞（表
13の
16）は番入時点で当主が番士ではなくなっているので分
析対象から外した。
（
48）　
前掲（
27）二十二巻三〇二頁。
（
49）　
同右、十八巻三〇二頁。
（
50）　
前掲（４）八四―八五頁。
（
51）　
同右、八五―一〇 頁。
（
52）　
前掲（
34）一六一―一六七頁。
（
53）　
武井大侑「江戸幕府における番方の機構と昇進」 『國史學』二〇三号
所収、二〇一一年、一三一―一三八頁。
（
54）　
前掲（
45）三〇頁。
（
55）　『大日本近世史料
　
柳営補任一』二六〇―二八一頁。
（
56）　
同右、三三四―三五二頁。
（
57）　
前掲（
27）十二巻六二頁。
